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１．研究実施の概要

 　植物は有害微生物および植食性昆虫の攻撃に対して、抗菌活性物質や摂食忌避活性物質をもっ

て備えている。それらは便宜的に大きく構成的防御物質（constitutive or preformed defense

substances）と誘導的防御物質（inductive defense substances）に分けられている。しかし、植

物の物質的防御機構は、このような従来の概念の枠を越えてきわめて複雑多岐にわたることが近

年急速に明らかになりつつある。構成的防御物質にも動的な様相が、誘導的防御物質にも構成的

な様態がうかがわれ、しかもそれは器官や生育ステージにより異なり、また環境によっても異な

る。本研究では、（１）天然物有機化学ならびに生物有機化学的な手法を駆使して、新たな防御機

構、防御物質とその動態、すなわち植物の物質的防御機構の多様性を解明し、（２）これらの成果

に基づいて応用展望に結びつく研究を酵素化学および分子生物学的手法をも駆使して行うことを

目標とした。具体的な対象は穀類植物、果実、野生植物で、これは従来の研究の主流が双子葉植

物を中心にモデル研究的に行われてきたのと対照をなす。

　穀類植物は人類の生存にとって最も重要な存在である。しかしその防御機構の研究は、双子葉

栽培植物のそれに比べて必ずしも十分と云えない。ここではその重要性に鑑み、コムギ、イネ、

エンバクを中心に研究を行い、そこでの成果と関連するトウモロコシ、オオムギの防御機構につ

いても研究した。コムギとトウモロコシには誘導的防御物質は見いだされておらず、構成的防御

物質の存在しか知られていなかった。しかもその発現動態に関する知見は乏しい。ここでは人類

の生存を支えるものとして選択されてきた何かが防御機構の中にも存在するとの観点から研究を

行い、育種的応用に結びつく成果を得た。一方、イネは多様な誘導的防御物質で知られる特異な

植物であり、コムギ、トウモロコシとは好対照をなす。ここでは、ファイトアレキシンの誘導機

構の分子レベルでの解明を行い、新規エリシターの発見や育種的応用に結びつく生合成酵素のク

ローニングなどに成果を挙げた。エンバクではファイトアレキシンの生合成の最終段階の反応を

触媒する酵素を同定した上で、その生合成経路全体を把握することができた。また、他の植物か

らもエンバクのファイトアレキシンと類似した化学構造をもつストレス誘導性の化合物が見いだ

され共通の生体防御機構の存在が示唆された。

　果実は植物の生活環の最終段階にあって、その生殖成長を完成させる最も重要な器官である。

そこでは器官特異的な防御機構が機能していると考えられる。そこで熱帯産のバナナ未熟果実を

素材として研究を行い、新規ファイトアレキシンを同定するとともに、果実の登熟にともなう感

染抵抗性の消失はその生成能の低下によるものであることを見出した。さらに、温帯産果実であ

るイチゴやネクタリン、キウイフルーツの未熟果実からも新しいファイトアレキシンを同定し、

多くの未熟果実が特異的な防御物質を発現していることを初めて明らかにした。

　上記のような栽培植物の起源は言うまでもなく野生植物である。栽培植物の理解には野生植物

の理解が重要であるにもかかわらず、これまであまり眼が向けられなかった。防御機構の原点は、

生態系のなかで他生物と調和して、持続的な生存を図っている野生植物にあると思われる。この

野生植物が身に付けてきた防御機構を解き明かし、それを新たな資源にしようとする研究は、学

問的に興味深いだけでなく、低投与持続型農業を支える基本理念にも沿うものである。このよう



な観点からキワタ科、ヤナギ科、マメ科の野生植物を選択し、構成的および誘導的抗菌物質の構

造と生成様式、分布、動態、機能の解析を行った。また、作物の病原抵抗性を強化するために台

木として利用される栽培植物近縁の野生種について、栽培植物との病原抵抗性因子の質的および

量的差異を解析した。

　植物と微生物の関係に対する我々の関心は、それが病原微生物である場合あるいは根粒や菌根

のような特殊な構造体を形成する場合に偏りがちである。しかし実際には、葉面や根圏、場合に

よっては組織のなかで、植物と微生物は極めて豊かな利益共同体を形作っているかに見える。葉

面着生菌やエンドファイトが植物の二次代謝産物を代謝して植物を護るのに与っている機構につ

いては、本グループの研究者が先駆けてその研究に着手してきたところであり、本プロジェクト

においても後述するような成果を挙げた。

　以上のような内容で構成された本プロジェクト研究は、防御の最前線で繰りひろげられている

多様な物質戦術を明らかにするとともに、それを支えている化学的・生化学的な原理を解明しよ

うとした。その成果は、新たな植物防疫技術や交配および分子育種による新たな有用品種の開発

に貢献することが期待される。

　各グループの行った研究の概要は以下の通りである。

岩村グループ（京都大学大学院農学研究科応用生命科学専攻）

　（１）コムギおよびトウモロコシにおいて、benzoxazinone グルコシドとそれらに特異的なグ

ルコシダーゼが従属栄養期には特異的に発現していることを見いだした。さらに、このグルコシ

ダーゼおよび benzoxazinone グルコシルトランスフェラーゼを精製単離した。

　健 全 組 織 で は ほ と ん ど 見 い だ さ れ な い benzoxazinone 類 の 一 つ で あ る

hydroxydimetoxybenzoxazinone (HDMBOA) グルコシド がコムギおよびトウモロコシにおい

て誘導発現することを見いだし、コムギ、トウモロコシにも誘導防御機構が存在することを示し

た。

　Benzoxazinone類生合成の最終過程４段階を司るP450酵素の cDNAクローニングを行い、種々

の染色体置換６倍体コムギ系統に対するサザン解析を行った。その結果、これら一連の生合成酵

素の遺伝子は第４および第５同祖群染色体に分散座乗しているという全く新規な知見を得た。

　オオムギ防御物質 hordatine がオオムギ 2H 染色体添加コムギにおいて発現することを見いだ

し、オオムギの抗菌物質を導入したコムギの耐病性育種に道を開いた。

　（２）オオムギの抗菌性化合物 hordatine もその生合成酵素とともに従属栄養期に特異的に発

現していることを見いだし、酵素の精製単離、性状解析を行った。

　（３）エンバクのファイトアレキシン avenanthramide 類の生合成過程の全貌をエリシターに

よる酵素活性の誘導および想定される前駆物質の取り込み実験によって明らかにした。

Avenanthramide 類と類似したヒドロキシ桂皮酸アミド類の関与する生体防御機構が、トウモロ

コシ、オオムギ、およびアカツメクサに存在することを見いだし、その普遍性を示唆した。さら

に、このようなヒドロキシ桂皮酸アミド類は細胞壁に取り込まれることによっても植物の生体防



御機構に寄与していることが示唆された。

　（４）バナナ果実のファイトアレキシンとして、12 種の新規物質を含む合計 24 種のフェニル

フェナレノン誘導体を単離同定し、その新しい生合成経路を提唱した。フェニルフェナレノンの

含量増加は追熟によって停止したことから、これが実際の果実でおこっている感染抵抗性減少の

主因であることを明らかにした。ネクタリンならびにキウイフルーツ、イチゴの未熟果実からも 3

種の新規物質を含む合計 17種類のトリテルペン型ファイトアレキシンを見出し、トリテルペンが

新しいファイトアレキシン化合物群になりうることを示した。

児玉グループ（茨城大学農学部資源生物科学科）

　（１）イネのファイトアレキシンのエリシターによる誘導について研究を行い、ジャスモン酸

のアミノ酸複合体、メチオニン、キトオリゴ糖をイネ葉身に処理することにより、ファイトアレ

キシンを顕著に誘導することを見出した。この研究を行うために LC/MS/MS を用いたファイトアレ

キシンおよびジャスモン酸類の高感度微量分析法を確立した。

　（２）フラボノイド系ファイトアレキシンであるサクラネチンの生合成の最終段階を触媒し、

抗菌活性の発現に寄与しているナリンゲニン 7-O-メチルトランスフェラーゼ遺伝子をクローニン

グした。本遺伝子については新たな病害抵抗性作物の育種への応用を視野に入れて国内および海

外特許を出願した。

田原グループ（北海道大学大学院農学研究科応用生命科学専攻）

　野生植物の化学的防御機構ならびに化学物質を介した植物と微生物の相互作用の解析を目指し

て研究の展開を図った。

　（１）野生植物の病原抵抗性要因の解析とそれらの作用特性を検討した。キワタ科パキラ、ケ

シ科植物、バラ科キンミズヒキ、ヤナギ科オノエヤナギ、マメ科植物、耐病性ナス科台木植物の

構成的あるいは誘導的抗菌物質の解析を行ない、多数の抗菌性物質を単離･同定した。パキラは、

カディネン系抗菌物質を表皮に局在させ、髄では微生物の感染刺激により抗菌物質を誘導生成、

ナス科台木は、ナス科植物の感染後抗菌物質として知られるセスキテルペン類を根部で大量に生

成し、その一部を根より放出していることを明らかにした。

　（２）植物とその周辺に共存する微生物との相互作用の解析を行なった。アカエゾマツの種子

には、ポリケタイド系抗生物質を生産するペニシリウム属カビの胞子が付着していて、種子発芽

時にこれらのペニシリウム属カビが化学的あるいは生物的効果を及ぼして、苗立ち枯れ病菌を抑

制していることを実験的に証明した。また、葉面着生菌の安息香酸やケイ皮酸脱炭酸反応を介し

た植物病原糸状菌の抑制機構、チモシーエンドファイトの病原抵抗性亢進への寄与の様式、アブ

ラナ科植物の根圏微生物相の特性を生態化学的視点から解明した。

　（３）病原性卵菌の遊走子を用いた生物検定と卵菌類の病原防除に関する検討を行なった。卵

菌の一種である Aphanomyces cochlioidesは遊走子を形成し、宿主成分に誘引され、非宿主成分

には多様な応答を示す。本遊走子の応答を指標に、スベリヒユの遊走子遊泳阻止作用物質を同定



した。また、遊走子は内分泌撹乱物質のビスフェノール A や合成エストロジェンのジエチルスチ

ルベストロールを極めて敏感に感知して忌避することを発見した。一方、卵菌類によるテンサイ

苗立ち枯れ病の微生物防除資材として期待されている Xanthomonas sp.の機能発現に関わる抗生

物質 xanthobaccin類を単離し、それらの構造を決定した。

　（４）植物病原菌の感染過程および植物の防御に関わる情報伝達の解析を行なった。ホウレン

ソウ根腐れ病菌の遊走子は、宿主成分に誘引され根の表面に集積、被嚢化、発芽、侵入する。こ

の過程で見られる卵菌類遊走子の遊泳停止・被嚢化は宿主特異的誘引物質に触発され、G-protein

activator のmastoparanで促進、phosphokinase C阻害剤の neomycinで遮断されたので、Ｇ蛋

白質共役型受容体と phospholipase Cが関与すると判断された。一方、外的ストレスに応答して、

感染防御に関わるイソフラボノイド相に多様な変化をもたらすルーピン類の子葉や胚軸を用いて、

代謝変動に対する植物情報物質の効果を解析した。
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（２）口頭発表

①招待，口頭講演（国内　95 件，国外　9 件）
鮫島一泰，伊藤智明，石原亨，平井伸博，岩村俶（京大院農・応生科）コムギ耐病性因子 benzoxazinon類の幼時
発現とグルコシダーゼ活性との相関，日本農芸化学会 1997年度大会，東京都，1997年 4月 3日

南奈津，戎居健吉，石原亨，平井伸博，岩村俶（京大院農・応生科）トウモロコシ耐病性因子 benzoxazinone類の
幼時発現とその機構，日本農芸化学会 1997年度大会，東京都，1997年 4月 3日

須恵雅之，鮫島一泰，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）コムギ耐病性因子 benzoxazinone類およびそのグルコ
シドの幼時発現とグルコシルトランスフェラーゼ活性との相関，日本農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，
1998年 4月 2日

戎居健吉，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）トウモロコシ耐病性因子 benzoxazinone類及びそのグルコシドの
幼時発現と glucosyltransferase活性との相関，日本農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 2日

大津善明，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）エンバクのファイトアレキシン生合成に関与する酵素活性のエリ
シターによる誘導，日本農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 2日

石原亨，大津善明，岩村俶（京大院農・応生科）同位体標識化合物を用いたエンバクのファイトアレキシン
avenanthramide の生合成経路の解析，日本農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 2日

Kenkichi Ebisui, Atsushi Ishihara, and Hajime Iwamura（京大院農・応生科）Occurrence and characterization of DIMBOA
specific glucosyltransferase in maize during juvenile stage of growth.  The 1998 Meeting of Phytochemical Society
of North America (Pullman, USA) ，1998年 7月 31日

小倉悠紀，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）オオムギにおけるジャスモン酸，アブシジン酸処理による二次代
謝変動の解析，日本農薬学会第 25回大会，仙台市，2000年 3月 3月 15日

磯部大志，岩田洋一，松川哲也，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）エンバクにおけるファイトアレキシン
avenanthramide類の代謝，日本農芸化学会 2000年度大会，東京都，2000年 4月 1日

野村泰治，須恵雅之，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）環状ヒドロキサム酸類のコムギ芽生えにおける特異的
発現の細胞遺伝学的解析，日本遺伝学会第 72回大会，京都市，2000年 11月 3日

松川哲也，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）エンバクにおけるコリスミ酸ムターゼのエリシターによる誘導，
日本農芸化学会 2001年度大会，京都市，2001年 3月 24日

及川彰，石原亨，長谷川守文，児玉治，岩村俶（京大院農・応生科）コムギにおけるベンゾキサジノン誘導体
（HDMBOA-Glc）の誘導発現に関わるメチルトランスフェラーゼの性状解析，日本農芸化学会 2001年度大
会，京都市，2001年 3月 25日

野村泰治，石原亨，今石浩正，遠藤隆，大川秀郎，岩村俶（京大院農・応生科）コムギ環状ヒドロキサム酸類の生
合成に関与するチトクローム P450分子種の分子機能，日本農芸化学会 2001年度大会，京都市，2001年 3



月 24日
岩井知絵，石原亨，今石浩正，大川秀郎，岩村俶（京大院農・応生科）アスパラガス芽生えに特異的に発現してい
るチトクローム P450の分子機能，日本農芸化学会 2001年度大会，京都市，2001年 3月 24日

堀越亮，手林慎一，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）オオムギ抗菌性物質 hordatine類の生合成に関わる特異
的 peroxidase，日本農芸化学会 2001年度大会，京都市，2001年 3月 24

小倉悠紀，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）オオムギにおけるジャスモン酸によるヒドロキシ桂皮酸誘導体合
成の活性化，第２６回日本農薬学会大会，堺市，2001年 3月 30日

加茂綱嗣，平井伸博，藤岡大慧，津田盛也，大東　肇（京大院農・応生科）バランゴンバナナのファイトアレキシ
ン，農芸化学会 1996年度大会，京都市，1996年 4月 1日

N. Hirai（京大院農・応生科）Phenalenone-type phytoalexin from the banana fruit. カナダ国立植物工学研究所講演，
Saskatoon, Canada，1996年 7月 19日

加茂綱嗣，平井伸博，藤岡大慧，津田盛也，大東　肇（京大院農・応生科）バランゴンバナナのファイトアレキシ
ンの経時変化，農芸化学会 1997年度大会，東京都，1997年 4月 1日

加茂綱嗣，平井伸博，津田盛也，藤岡大慧，大東　肇（京大院農・応生科）バナナのファイトアレキシンの生合成
前駆体，農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 1日

El Hassane Lahlou，平井伸博，大東　肇（京大院農・応生科）Triterpenoid type phytoalexins from nectarine fruits. 農
芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 1日

N. Hirai, T. Kamo, N. Kato, T. Tsuda, D. Fujioka, and H. Ohigashi（京大院農・応生科）Phenylphenalenone-type phytoalexins
from banana fruits. The 1998 Meeting of Phytochemical Society of North America，Pullman, WA, USA，1998年 7
月 28日

平井伸博（京大院農・応生科）未熟果実のファイトアレキシン，農水省特別ワークショップ「化学物質による生態
系構成要素間の相互作用」，つくば市，1999年 3月 25日

加茂綱嗣，平井伸博，津田盛也，藤岡大慧，大東　肇（京大院農・応生科）傷害及びエチレン処理によるバナナ果
実の PAL活性とファイトアレキシン含量の相関，農芸化学会 1999年度中部関西支部合同大会，岐阜市，1999
年 10月 2日

加茂綱嗣，平井伸博，津田盛也，藤岡大慧，大東　肇（京大院農・応生科）バナナの光学活性フェニルフェナレノ
ンの絶対構造，農芸化学会 2001年度大会，京都市，2001年 3月 24日

田母神繁，Randeep Rakwal，中里由美子，児玉治（茨城大農）イネファイトアレキシン生産におけるジャスモン酸
を軸とした細胞内シグナル伝達機構　第 29回天然有機化合物討論会，札幌市，1997年 8月 27日

Randeep Rakwal and Osamu Kodama（茨城大農）Induction of low molecular weight pathogenesis-related proteins, cellular
protectants and the heat shock protein (hsp70) in rice (Oryza sativa). 1997 Annual Meeting of the American
Phytopathological Society (Rochester, USA)，1997年 8月 12日

Shigeru Tamogami and Osamu Kodama（茨城大農）Jasmonic acid elicits momilactone A production. IX Pacific Science
Inter-Congress (Taipei, Taiwan)，1998年 11月 16日

田母神繁，児玉治（茨城大農） ジャスモン酸によるイネファイトアレキシン生産メカニズムについて　日本農薬
学会第 23回大会，松江市，1998年 3月 28日

田母神繁，児玉治（茨城大農） ジャスモン酸アナログによる植物生育阻害活性　日本雑草学会第 37回講演会，町
田市，1998年 3月 31日

田母神繁，児玉治（茨城大農） イネ葉におけるジャスモン酸及び関連化合物の動態　日本農芸化学会 1998年度大
会，名古屋市，1998年 4月 1日

徐寧淳，Randeep Rakwal，児玉治（茨城大農） Purification and characterization of induced proteins in rice leaves treated
with jasmonic acid and rice blast fungus.　日本農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 1日

中里由美子，田母神繁，河合博，児玉治（茨城大農） メチオニンによるイネいもち病防御機構に関する研究（第
2報）L-メチオニンのサクラネチン生合成誘導　日本農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 1
日

Randeep Rakwal，四井克彦，田母神繁，児玉治（茨城大農） Induction of the phytoalexin response in rice leaves by the
protein phosphatase inhibitor cantharidine.　日本農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 1日

田母神繁，長谷川守文，中里由美子，児玉治（茨城大農） APCI-LC/MS-MSによるイネファイトアレキシンの定
量　日本農薬学会第 24回大会，宇都宮市，1999年 3月 26日

中里由美子，河合博，長谷川守文，児玉治（茨城大農） イネ葉におけるオリゴ糖類によるファイトアレキシン合
成の誘導　日本農薬学会第 25回大会，仙台市，2000年 3月 28日

Anotai Atawong，長谷川守文，児玉治（茨城大農） Biosynthesis of rice diterpene phytoalexin, momilactone A via the
nonmevalonate pathway.　日本農芸化学会 2001年度大会，京都市，2001年 3月 24日

Anotai Atawong，長谷川守文，児玉治（茨城大農） Participation of dehydrogenase in momilactone Abiosynthesis.　日
本農薬学会第 26回大会，堺市，2001年 3月 30日

片桐康史，水谷純也，田原哲士（北大農）長鎖不飽和アルコールを構成分とするフェルラ酸エステル，農芸化学会
1997年度大会，東京都，1997年 4月 1日

福士幸治，矢島知枝，田原哲士（北大農）� β-キラルアルコール，アミンおよびカルボン酸の絶対配置の決定，農
芸化学会 1997年度大会，東京都，1997年 4月 3日

水谷正憲，田原哲士（北大農）スベリヒユ(Portulaca oleracea)地下部の成分によるホウレンソウ根腐病(Aphanomyces
cochlioides)遊走子の遊泳停止現象について，農芸化学会 1997年度大会，東京都，1997年 4月 3日

福士幸治，遠藤和義 ，田原哲士 (北大農)１級アミンに対する新規キラル誘導体化試薬，農芸化学会 1997年度北
海道支部会，札幌市，1997年 7月 25日

Wei Guang Ma, Yukiharu Fukushi, Kurt Hostettmann and Satoshi（北大農）：Phenolic Glycosides from Roots of Eriosema
tuberosum，農芸化学会北海道支部会，札幌市，1997年 7月 25日



福士幸治，福井博喜，田原哲士（北大農）軸性キラル試薬とアルケンとの 1,3-双極付加環化物の立体化学について，
農芸化学会 1997年度北海道支部会，札幌市，1997年 7月 25日

田原哲士（北大農）「化学物質を介した生物間相互作用の研究」東北地区蚕糸研究連絡会．日本蚕糸学会東北支部
研究発表会，札幌市，1997年 10月 30日

橋床泰之（北大農）「植物の優占着生微生物による植物由来二次代謝産物の変換と，それらのアレロパシー効果発
現」第 1回　植生管理研究会シンポジウム，つくば市，1997年 10月 31日

田原哲士（北大農）「エコロジカルケミストリーの課題と展望」農芸化学会 1997年度北海道支部会，江別市，1997
年 11月 6日

橋床泰之，田原哲士（北大農）葉面着生細菌 Klebsiella oxytocaの trans-4-ヒドロキシケイヒ酸脱炭酸酵素(4-HCD)
の基質および阻害剤の検索，農芸化学会 1997年度北海道支部会，江別市，1997年 11月 7日

山路恵子，福士幸治，橋床泰之，田原哲士（北大農）アカエゾマツ種子付着菌の生成する抗菌物質とその機構につ
いて，農芸化学会 1997年度北海道支部会，江別市，1997年 11月 7日

池頭靖夫，橋床泰之，田原哲士（北大農）ウド根圏微生物によるエントカウレン酸の代謝変換体の検索，農芸化学
会 1997年度北海道支部会，江別市，1997年 11月 7日

福井博喜，福士幸治，田原哲士（北大農）軸性キラル試薬を用いたα� β-不飽和ラクトン型セスキテルペンの立体
構造解析，農芸化学会 1997年度北海道支部会，江別市，1997年 11月 7日

福士幸治，田原哲士（北大農）新しいタイプの C-中心性キラル誘導体化試薬，農芸化学会 1997年度北海道支部会，
江別市，1997年 11月 7日

田原哲士（北大農）「フラボノイド：構造と機能の多様性」第 34回植物化学シンポジウム，東京都，1998年 1月
24日

橋床泰之，栗山友樹，横田健太郎，田原哲士（北大農） Gallate decarboxylase活性をもつハマナス葉面着生細菌の
分離とその生態化学的考察，農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 1日

橋床泰之，田原哲士（北大農） Klebsiella oxytoca由来の 4-ヒドロキシケイヒ酸脱炭酸酵素がもつ水素置換配向性，
農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 2日

石本　洋，福士幸治，田原哲士（北大農）塩化銅により誘導されるキレハイヌガラシの抗菌物質，農芸化学会 1998
年度大会，名古屋市，1998年 4月 1日

Wei Guang Ma, Yukiharu Fukushi and Satoshi Tahara（北大農）：Fungitoxic alkaloids from the Hokkaido papaveraceous
medicinal plants，農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 1日

山路恵子，福士幸治，橋床泰之，田原哲士（北大農）アカエゾマツ種子付着菌の生成する抗菌物質とその機構につ
いて，農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 1日

水谷正憲，橋床泰之，田原哲士（北大農）スベリヒユ(Portulaca oleracea)地下部の成分によるホウレンソウ根腐病
(Aphanomyces cochlioides)遊走子の遊泳停止現象について(II)，農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998
年 4月 1日

松本剛史，田原哲士（北大農）オノエヤナギ(Salix sachalinensis)のポリフェノール成分について，農芸化学会 1998
年度大会，名古屋市，1998年 4月 1日

芝谷真理子，橋床泰之，田原哲士（北大農）熱帯産植物パキラ(Pachira aquatica)の化学的防御機構に関する研究，
農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 1日

福井博喜，福士幸治，田原哲士（北大農）軸性キラル試薬を用いたα� β� 不飽和ラクトンの立体構造解析，農芸化
学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 2日

福士幸治，田原哲士（北大農）NMRによる非経験的絶対配置決定，農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998
年 4月 2日

堀尾枝美子，Friedemann Greulich，吉原照彦，市原耿民（北大農）エンドファイト感染によるイネ科牧草の病害抵
抗性発現機構の解明，農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 1日

Friedemann Greulich, Akitami Ichihara and Teruhiko Yoshihara（北大農）A fast simple cheap and reliable method to detect
and isolate Epichloa typhina from culming grasses，農芸化学会 1998年度大会，名古屋市，1998年 4月 1日

Yasuyuki Hashidoko and Satoshi Tahara（北大農）Some epiphytic bacteria play a significant role in survival of host plants.
International Conference of IMP (Guangzhou, China) 1998年 6月 17日

田原哲士（北大農）農業生産における生態化学研究の役割，「農業生態環境シンポジウム」，札幌市，1998年 6月
24日

Satoshi Tahara, Masanori Mizutani, Tomohiro Takayama, and Kaori（北大農）Plant secondary metabolites regulating
zoospores behaviour of phytopathogenic fungus Aphanomyces cochlioides.  9th International Congress of Pesticide
Chemistry (London) 1998年 8月 5日

Teruhiko Yoshihara, Hiroshi Nagase, Friedemann Greulich, Toshinori Nagaoka, and Yoshiteru Sakata（北大農）Fungitoxic
Compounds of Solanum aethiopicum against Pathogens of Soil-born Diseases. 9th International Congress of Pesticide
Chemistry (London) 1998年 8月 6日

福井博喜，福士幸治，田原哲士（北大農）Isopropenyl基を有する化合物とMBCCとの付加物の立体構造解析，農
芸化学会 1998年度北海道支部会，帯広市，1998年 7月 25日

Wei-Guang Ma, Masanori Mizutani, K. E. Malterud, S. L. Lu, B. Ducrey and Satoshi Tahara（北大農） Novel saponin
constituents and new bioactivity of known saponins from the roots of Panax notoginsen (Burk.) F. H. Chen，農芸化
学会 1998年度北海道支部会，帯広市，1998年 7月 25日

Wei-guang Ma, Yukiharu Fukushi, Kurt Hostettman and Satoshi Tahara（北大農）Antifungal phenolic compounds and related
glycosides from roots of Eriosema tuberosum.   XIXth International Conference on Polyphenols（Lille, France）
1998年 9月 2日

橋床泰之，中山尊登，本間善久，田原哲士（北大農）甜菜苗立枯病拮抗細菌 Xanthomonas sp. SB-K88 株が生成す
る構成物質 Xanthobaccin Aの構造解析，第 40回天然有機化合物討論会，福岡市，1998年 10月 7日



内山聡子，橋床泰之，田原哲士（北大農）リノレン酸開裂代謝産物の生理活性的作用の比較，農芸化学会 1998年
度北海道支部会，札幌市，1998年 11月 6日

芝谷真理子，橋床泰之，田原哲士（北大農）熱帯産植物パキラ罹病組織中に含まれる isohemigossypolone 関連化
合物，農芸化学会 1998年度北海道支部会，札幌市，1998年 11月 6日

Aung Naing Kyow, Yukiharu Fukushi, Wei Guang Ma and Satoshi Tahara（北大農） Novel phenolic glucosides from the
leaves of Desmodium triquetrum DC，農芸化学会 1998年度北海道支部会，札幌市，1998年 11月 6日

福士幸治，高橋晃樹，福井博喜 ，田原哲士（北大農）軸性キラルメチルスルホン化合物とカルボニル化合物との
付加物の立体構造について，農芸化学会 1998年度北海道支部会，札幌市，1998年 11月 6日

福士幸治（北大農）NMRを用いる有機化合物の絶対配置決定法，農芸化学会 1998年度北海道支部会，札幌市，1998
年 11月 6日

山路恵子，福士幸治，橋床泰之，田原哲士（北大農）アカエゾマツ種子付着菌の生成する抗菌物質とその機能につ
いて，日本生態学会 1999年度大会，松本市，1999年 3月 28日

Teruhiko Yoshihara（北大農） Chemistry of endophyte mycotoxins, International Symposium of Mycotoxicology '99
（Chiba）1999年 9月

Wei Guang Ma, Jun Kawabata, Yukiharu Fukushi and Satoshi Tahara（北大農） Novel antimicrobial constituents from
well-known Chinese medicinal plant-Hian He Cao (Agrimonia pilosa Ledb.)，農芸化学会 1998年度東北・北海道
合同支部会，札幌市，1998年 10月 1日

福士幸治，帖地真寿美，福井博喜，田原哲士（北大農）キラル１級アミンの新規光学分割試薬，農芸化学会 1998
年度東北・北海道合同支部会，札幌市，1998年 10月 1日

石本　洋，福士幸治，田原哲士（北大農）アブラナ科植物根圏微生物の性質について，農芸化学会 1998年度東北・
北海道合同支部会，札幌市，1998年 10月 1日

松本剛史，林　珠乃，大串隆之，田原哲士（北大農）ヤナギルリハムシ(Plagiodera versicolora) 宿主のオノエヤナ
ギ(Salix sachalinensis) から得られた摂食促進物質について，農芸化学会 1998年度東北・北海道合同支部会，
札幌市，1998年 10月 1日

Parvin Begum, Yasuyuki Hashidoko, Yuko Ogawa, and Satoshi Tahara（北大農）　A unique response of Aphanomyces
cochlioides zoospore to anacardic acid Isolated from Ginkgo biloba fruits，農芸化学会 1998年度東北・北海道合
同支部会，札幌市，1998年 10月 1日

Afgan Farooq and Satoshi Tahara（北大農）　Fungal transformation of ambrox and sclareolide by plant pathogenic fungus,
Botrytis cinerea，農芸化学会 1998年度東北・北海道合同支部会，札幌市，1998年 10月 1日

Md. Tofazzal Islam and Satoshi Tahara（北大農）　Dihydrofuravonols from Lannea coromandelica，農芸化学会 1998年
度東北・北海道合同支部会，札幌市，1998年 10月 1日

伊藤英理子，橋床泰之，Friedemann Greulich，田原哲士（北大農）　Cladosporium phlei による４�ヒドロキシケイ
皮酸脱炭酸反応におけるビニル基炭素上の置換水素の幾何選択性の検討，農芸化学会 1998年度東北・北海
道合同支部会，札幌市，1998年 10月 1日

橋床泰之，遠藤敬子，田原哲士（北大農）多様なハマナスハイブリッドの葉に由来するセスキテルペン構成の比較，
香料テルペンおよび精油化学に関する討論会，大分市，1999年 10月 1日

田原哲士（北大農）植物病原性卵類の走化性：ホウレンソウ根腐れ病菌遊走子の挙動に対する植物二次代謝産物の
効果，CRESTシンポジウム「植物病害抵抗性の化学的ダイナミズム」，つくば市，1999年 11月 11日

橋床泰之（北大農）植物のストレス応答の多様性�ホワイトルーピンのイソフラボン誘導をもとに�，CRESTシ
ンポジウム「植物病害抵抗性の化学的ダイナミズム」，つくば市，1999年 11月 11日

福士幸治（北大農）根圏微生物と宿主植物との相互作用をどのように解析するか？CRESTシンポジウム「植物病
害抵抗性の化学的ダイナミズム」，つくば市，1999年 11月 11日

山路恵子，福士幸治，橋床泰之，田原哲士（北大農）アカエゾマツ着生菌の代謝産物とその生態化学的機能につい
て，日本生態学会，広島市，2000年 3月 26日

中村史晃，橋床泰之，田原哲士（北大農）Xanthomonas sp. SB-K88 株によるメトキシアルキルピラジンの産生，農
芸化学会 2000年度北海道支部会，帯広市，2000年 7月 21日

片桐康史，橋床泰之，田原哲士（北大農）ホワイトルーピン幼植物におけるイソフラボン類の動態：子葉切片にお
ける光とジャスモン酸メチルの影響について，農芸化学会 2000年度北海道支部会，帯広市，2000年 7月 21
日

橋床泰之，遠藤敬子，工藤敏博，田原哲士（北大農）各種ハマナスハイブリッドの多様なセスキテルペン生合成能，
香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会，札幌市，2000年 9月 15日

福井博喜，高橋晃樹，福士幸治，田原哲士（北大農）キラルアルデヒドの絶対配置決定法，香料・テルペンおよび
精油化学に関する討論会，札幌市，2000年 9月 15日

片桐康史，橋床泰之，田原哲士（北大農）キバナハウチワマメ幼植物における構成フラボノイドとその変動につい
て，日本農芸化学会 2000年度北海道支部会，室蘭市，2000年 11月 4日

田原哲士（北大農）生態化学的視点から見た植物の防御システムの多様性，CRESTシンポジウム「植物病害抵抗
性の化学的ダイナミズム」，京都市，2000年 11月 27日

井上　豪，橋床泰之，片桐康史，田原哲士（北大農）外因性化学物質に対するマメ科植物子葉の植物化学的応答，
農芸化学会 2001年度大会，京都市，2001年 3月 24日

Parvin Begum, Yasuyuki Hashidoko and Satoshi Tahara（北大農）Chemical Investigation of Levcas lavandulafolia,農芸化
学会 2001年度大会，京都市，2001年 3月 25日

福士幸治，富岡なおこ，高木敦子，石本　洋，吉田　忠，田原哲士（北大農）ミロシナーゼ生産菌の分離，農芸化
学会 2001年度大会，京都市，2001年 3月 24日

Md. Tofazzal Islam, Tashiaki Ito and Satoshi Tahara（北大農）Behavioral and morphorogical diversity of Aphanomyces
cochlioides zoospores to signaling substances，農芸化学会 2001年度大会，京都市，2001年 3月 24日



磯部純子，後藤慶子，吉原照彦（北大農）接ぎ木栽培の土壌病害抵抗性に関する化学的研究，農芸化学会 2001年
度大会，京都市，2001年 3月 26日

②ポスター発表　（国内　45件，国外　17件）
Kazuyasu Samejima, Kenkichi Ebisui, Natsu Minami, Tomoaki Ito, Nobuhiro Hirai, Atsushi Ishihara, and Hajime Iwamura
（京大院農・応生科）Constitutive occurrence of benzoxazinones, their glucosides and glucosidase in Gramineae
during juvenile stage of growth., Plant Biology ’97 (Vancouver, Canada)，1997年 8月 5日

Atsushi Ishihara, Hisashi Miyagawa, Tamio Ueno, Shigeyuki Mayama, and Hajime Iwamura（京大院農・応生科）Induction
of hydroxycinnamoyl-CoA:hydorxyanthranilate N-hydroxycinnamoyltransferase activity by oligo-N-
acetylchitooligosaccharides in oat leaves. Plant Biology ’97 (Vancouver, Canada)，1997年 8月 5日

石原亨，松川哲也，宮川恒，上野民夫，真山滋志，岩村俶（京大院農・応生科）エンバクにおける
hydroxycinnamoyl-CoA:hydroxyanthranilate N-hydroxycinnamoyltranferase活性の victorin Cによる誘導　植物化
学調節学会第 32回大会，三鷹市，1997年 11月 29日

Atsushi Ishihara, Yoshiaki Ohtsu, and Hajime Iwamura（京大院農・応生科）Biosynthetic pathway of oat phytoalexin,
avenanthramide.  The 1998 Meeting of Phytochemical Society of North America (Pullman, USA)，1998年 7月 27
日

須恵雅之，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）コムギ芽生えに発現する benzoxazinone類特異的グルコシダーゼ
およびグルコシルトランスフェラーゼの精製と性状解析，植物化学調節学会第 33回大会，つくば市，1998
年 10月 14日

戎居健吉，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）トウモロコシ芽生えに発現するベンゾキサジノン類特異的グルコ
シルトランスフェラーゼの精製・性状解析，植物化学調節学会第 33回大会，つくば市，1998年 10月 14日

大津善明，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）エンバクのファイトアレキシン生合成に関与する酵素活性のエリ
シターによる誘導，植物化学調節学会第 33回大会，つくば市，1998年 10月 14日

川田直樹，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）トウモロコシにおける，チラミンフェルロイルトランスフェラー
ゼ（TFT）活性の傷害による誘導，植物化学調節学会第 33回大会，つくば市，1998年 10月 14日

須恵雅之，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）コムギ芽生えにおけるベンゾキサジノン特異的グルコシダーゼの
精製と性状解析，日本農芸化学会 1999年度大会，福岡市，1999年 4月 1日

手林慎一，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）エリシター処理による red clover (Trifolium pratense)の二次代謝産
物の動態，日本農芸化学会 1999年度大会，福岡市，1999年 4月 1日

田辺純也，須恵雅之，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）コムギおよびトウモロコシの耐病性因子ベンゾキサジ
ノン類の幼時発現と oxygenase活性との相関，日本農芸化学会 1999年度大会，福岡市，1999年 4月 1日

及川彰，戎居健吉，須恵雅之，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）Benzoxazinone類グルコシドに特異的な â7-glucosidase
の独立栄養期トウモロコシからの精製および性状解析，日本農芸化学会 1999年度大会，福岡市，1999年 4
月 1日

川田直樹，石原亨，松川哲也，岩村俶（京大院農・応生科）トウモロコシにおけるチラミンフェルロイルトランス
フェラーゼ（TFT）活性の傷害による誘導，日本農芸化学会 1999年度大会，福岡市，1999年 4月 1日

磯部大志，松川哲也，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）エンバクにおけるアベナンスラミド類合成酵素に関す
る研究，日本農芸化学会 1999年度大会，福岡市，1999年 4月 1日

小倉悠紀，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）オオムギにおける JAと ABA処理による二次代謝産物の変動，
植物化学調節学会第 34回大会，鳥取市，1999年 10月 14日

須恵雅之，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）ライムギ芽生えにおけるベンゾキサジノン配糖体グルコシダーゼ
の精製と性状解析，植物化学調節学会第 34回大会，鳥取市，1999年 10月 15日

松川哲也，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）エンバクにおけるアントラニル酸生合成のエリシターによる誘導，
植物化学調節学会第 34回大会，鳥取市，1999年 10月 15日

手林慎一，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）キトオリゴ糖及び重金属処理による red clover (Trifolium pratense)
の二次代謝産物の動態，植物化学調節学会第 34回大会，鳥取市，1999年 10月 15日

須恵雅之，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）イネ科植物におけるベンゾキサジノン配糖体グルコシダーゼ，日
本農芸化学会 2000年度大会，東京都，2000年 4月 1日

及川彰，石原亨，須恵雅之（京大院農・応生科）トウモロコシにおいて誘導発現する benzoxazinone誘導体
（HDIBOA-Glc），日本農芸化学会 2000年度大会，東京都，2000年 4月 1日

野村泰治，須恵雅之，堀越亮，手林慎一，石原亨，遠藤隆，岩村俶（京大院農・応生科）オオムギ耐病性因子 hordatine
類のコムギにおける発現，日本農芸化学会 2000年度大会，東京都，2000年 4月 1日

松川哲也，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）エンバクにおけるアントラニル酸生合成のエリシターによる誘導，
日本農芸化学会 2000年度大会，東京都，2000年 4月 1日

手林慎一，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）キトオリゴ糖及び塩化銅処理による red clover (Trifolium pratense)
の二次代謝産物の動態，日本農芸化学会 2000年度大会，東京都，2000年 4月 1日

堀越亮，手林慎一，石原亨，岩村俶（京大院農・応生科）オオムギ従属栄養期の病害抵抗性因子 hordatine類の生
合成に関わる peroxidaseの探索，日本農芸化学会 2000年度大会，東京都，2000年 4月 1日

及川彰，石原，長谷川守文，児玉治，岩村俶（京大院農・応生科）Benzoxazinone誘導体（HDMBOA-Glc）の誘導
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